
 

 

 
 

生徒の活動に思う                 
 

２学期の始業式にも、みなさんに大切にしてほしい３つのことを話してきました。 

①「自分
じぶん

との違
ちが

いを尊重
そんちょう

する」②「授業
じゅぎょう

を大切
たいせつ

にする」③「感謝
かんしゃ

の心
こころ

を忘れない
わす

」 

 ２学期間も様々な活動の中で、この３つを意識して生活をしてくれていたと思っています。その中で

も、特にうれしく感じていることがあります。「感謝の心を忘れない」に関連したことです。 

 それは、生徒会の企画『委員会 SE活動』です。生徒が各委員会の様々な活動に対して「ありがとう」

の気持ちを込めて、メッセージを送り合う活動です。「情報委員のみなさん、工夫した放送が楽しみで

す。いつもゆっくりと大きな声で放送してくれてありがとうございます。」「生活委員のみなさん、いつ

も体育館の見回りありがとう。安心して使えます。」「給食委員は、いつも各クラスの台ふきを洗濯した

り干したりしてくれてありがたい。」これらは、ほんの一部です。 

生徒のみなさんが各委員会の活動をきちんと見取り、それぞれの活動

が「どのように、自分たちの生活をより良いものしてくれているのか。」

に気が付き、感謝の心を忘れず生活しているからこそ、生まれてくるメッ

セージだと思います。私にとっても、生徒玄関前にあるこのメッセージ集

はとても大切な掲示物になりました。全校のみなさん、ありがとう。 
 

PTA講演会 

11 月5日（水）の午後、PTA講演会が実施されました。講師に横澤富士子様を迎え、人間関係の変化に

ついて考え悩む中学生に、スクールカウンセラーとして豊富な経験をもつ講師の講演を通して、悩み、困って

いることの解決につながるヒント、自立のため必要なことなどを学ぶ場としました。 

本講演会はユートピアくびき振興財団様からの支援を受け実施しております。ご支援くださいました財団、

当日お手伝いくださいましたPTA役員の皆様に感謝申し上げます。 
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＜保護者の感想から＞ 

 いつも子どもの話を聞いてい

るとき、最後まで聞かず、途中

で口出ししていました。口を出

す事で、「子供が話したいを中

断していたのかも」と、反省し

ました。 

子どもの話を 3分間はだまっ

て聴いていようと思いました。

楽しく聞かせていただきまし

た。ありがとうございました! 



２学年PTA行事 ～ボッチャ～ 

10月30日（木） 「2学年PTA親子レク～ボ

ッチャ～」が行われました。パラリンピックの正式

種目でもあるボッチャですが、ルールがシンプルで

誰もが参加しやすく、親子で協力したり、班のみん

なで作戦を立てたりと、笑顔あふれる時間となりま

した。ボッチャのゲーム性の奥の深さに、生徒も保

護者の皆さんも真剣になることができ、とても盛り

上がりました。企画運営に携わっていただきました

PTA学年委員の皆様、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 

K3集会（いじめ見逃しゼロスクール集会） 

 11月13日（木） 区内の小学校６年生と中学生

が一堂に会し、「いじめ見逃しゼロ」の活動を通して

交流することで「いじめをしない、許さない」という

強い思いを共有しました。集会の名前にある K3 と

は、「頸城・絆・向上」の頭文字をとっています。 

第1部では頸城区の小中学校の代表の児童生徒が、

各校の「いじめ見逃しゼロ」の活動を紹介しました。 

第2部では生徒会総務が中心となって、全校生徒

と小学6年生との絆を深めました。この集会の「ね

らい」にある「いじめを見逃さない」はもちろんのこ

と、「中学生が先輩としての自覚を高める」こともで

きました。 

 
ダンス発表会 

１１月 21 日（金） 体育科授業の一環でダンス

発表会がありました。体育祭でもお世話になった渡

邉さんから指導いただきました。昼休みに自主練習

に取り組む姿も見られ、生徒の意欲を感じました。

本番では、短い練習時間とは思えないほど、動きが

そろった素敵なダンスを披露してくれました。参観

いただきました保護者の皆様、生徒の活気あふれる

姿はいかがだったでしょうか？ 

 
 

今年も教育活動へのご理解とご協力ありがとうございました。 

来る年が皆様にとって輝かしい一年となりますようお祈り申し上げます。 

３年   各学校で取組の具体的な内容は違うけ

れど、みんな「いじめをなくしたい」「学校中の生

徒と仲を深めたい」という１つの思いで、いろいろ

な活動をしているのがいいと思った。 

３年  中学校だけでなく、それぞれの小学校で

も「いじめをしない、見逃さない」ため、みんな

が仲を深めるための活動をしていて良いなと感

じました。 

委員会ごとの取組などでも、１つの委員会が

取り組むのではなく、全部の委員会が１つの目

標に向けてそれぞれ違ったことを行っていてす

ばらしいと思いました。 


